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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は、多様なパスデータと従来の様々なデータを統合することによっ
て、顧客の購入プロセスと購買結果の因果関係を明らかにする消費者行動モデルを構築することである。本提案
では複数回の実店舗での実験を通して貴重なデータを収集することができ、それらを利用した理論枠組みの構
築、ならびに実証研究を実施することができた。具体的な研究トピックとしては、販売促進の効果期間につい
て、顧客の店内行動をもとに厳密に測定する枠組みを提案した。また、店内の顧客の心理的要因について、顧客
動線データから状態を推定することによって、顧客の購買行為の理解を深める独自のアプローチを提案すること
ができた。

研究成果の概要（英文）：The objective of this study is to build a consumer behavior model that 
clarifies the causal relationship between customers' purchase process and purchase outcomes by 
integrating diverse shopping path data and various conventional data. In this proposal, we were able
 to collect valuable data through multiple experiments in actual stores and were able to build a 
theoretical framework and conduct empirical research using these data. As specific research topics, 
we proposed a framework for rigorously measuring the duration of sales promotion effectiveness based
 on in-store customer behavior. In addition, we were able to propose an original approach to 
deepening the understanding of customer purchasing behavior by estimating the psychological factors 
of in-store customers based on customer flow data.

研究分野： 経営情報論

キーワード： パスデータ　顧客動線　データサイエンス

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究では、店内の顧客の行動履歴を記録した顧客動線データをもとに、購買プロセスにおける変化が購買行
動に与える影響を明らかにする基本枠組みを提示することができた。店内移動時の時系列変化とマーケティング
変数の関係について、より詳細なモデル構築が可能になり、さらに店内移動における心理的状況の変化が消費者
の購買行動に与える影響を明らかにすることができた。購買プロセス、特に従来、ブラックボックスであった人
の心理的状況の変化を消費者行動モデルに組み込めたことは、理論的な重要な貢献として指摘することができ、
今後の新しい消費者行動研究の基礎を提供することができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
(1) 学術的背景 
情報技術の劇的な進化と普及によって消費者の購入プロセスに関する多様なデータが利用可

能になり、またその膨大かつ複雑なデータを解析する技術や手法の開発が進むことで、新しい研
究フロンティアが創造されつつある。Hui（2009）らは時系列の変化を記録したパスデータ（Path 
Data）を用いて消費者の購入プロセスを明らかにする研究として、Web browsing 研究、顧客動
線研究そしてアイトラッキング研究などを取り上げ、今後の研究フロンティア開拓の推進力に
なると指摘しており、多くの研究者の関心を集めている。 
 Larson（2005）らの顧客動線研究、Montgomery（2004）らのウェブログ解析、Pieters（2004）
らのアイトラッキング研究は、従来、ブラックボックスであった消費者購買プロセスの一部を明
らかにする萌芽的研究であり、パスデータが切り拓いた研究フロンティアの一例である。近年、
このような新しいパスデータに基づいた研究フロンティアは他のデータや異分野の技術と融合
し、さらなる発展を遂げようとしている。Zhang（2009）らはアイトラッキングデータと売上明
細データを、Yada（2011）は顧客動線データと売上明細データ、店頭マーケティングデータを
統合して新しい研究の方向性を示している。しかしながら、複数のパスデータの融合はデータハ
ンドリング、モデリングの難しさから、我々が知る限り十分な研究蓄積は存在しない。またアイ
トラッキング研究のように、一部のセンサーデータを扱うものは、現実のビジネスフィールドで
データ収集することが困難で、実験室実験での検証にとどまっている。 
(2) 本提案の着想に至った経緯 
 我々はこれまで長年にわたり国内の流通小売業と連携し、膨大な売上データをはじめ、顧客動
線データ、アイトラッキングデータ、ウェブログデータを実店舗の環境のもとで収集・蓄積して
きた。2015 年夏に主催した国際ワークショップにおいて、アイトラッキング研究で著名な Wedel
教授（メリーランド大学）との議論の中で、パスデータを含む複数のデータ融合を実現すること
で従来では扱えなかった領域への拡張が可能であることを確信した。例えば中原（2015）らの研
究は顧客動線データ、近距離の赤外線センサーデータと売上明細データを融合することで、レジ
前の混雑具合をモデル化することに成功し、そのモデルを用いれば、売上明細データのみから混
雑の程度を推定できることを明らかにした。同時に、こうした研究は多様で大規模なデータを扱
うことができるスキルと消費者に関する知識の両者が不可欠であり、我々の競争優位性が高い
分野であることが分かった。しかしながら、多様なパスデータの融合は未踏の領域が多く、本提
案の着想に至った。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、従来の売上明細データなどと多様なパスデータを統合することによって、顧
客の店内購入プロセスと購買結果の因果関係を明らかにする消費者行動モデルを構築すること
である。本提案では、店内移動経路を示す顧客動線データ、被験者の注視情報を含むアイトラッ
キングデータ、モバイルアプリから得られるウェブログデータを実店舗での実験から収集し、店
舗の業務システムから得られる顧客マスターと売上明細データなどと統合して構築したモデル
の検証を行う。また、パスデータを扱う基盤プラットフォームの開発、パスデータの融合研究に
関する総合的な枠組みを同時に開発する。 
 具体的には次の 3 つのトピックに取り組む。第一に、多様なパスデータを一元的に扱えるプ
ラットフォームの開発である。本研究では多様なパスデータを統合し、消費者行動モデルを構築
するため、これらをシームレスに統合しモデル検証が容易なプラットフォーム開発が必要にな
る。我々は以前に開発したデータマイニングプラットフォームを改良し、効率的な分析システム
を構築する。第二に、多様なパスデータを用いた消費者行動モデルの構築である。顧客動線デー
タと売上データを融合した混雑状況の予測モデルや店内移動経路を考慮した販売促進効果モデ
ルなどが含まれる。第三に、パスデータの融合研究に関する総合的な枠組み開発である。パスデ
ータの融合研究に関する方向性、企業への研究成果の導入プロセスを考慮した総合的な枠組み
を開発する。 
 
３．研究の方法 
 研究目的を達成するために、「パスデータ融合研究の体系化」を実現する枠組みの提案、実世
界での多様な「パスデータの収集」、得られたデータ群の「分析環境の整備」、そして多様なパス
データを融合し新しい知見を得る「消費者行動モデルの構築」について、図１にそって順次、実
施した。 
(1) データ収集：店舗実験とその内容 
 本提案において、最も重要な鍵となる多様なパスデータは、実店舗での測定および業務データ
の提供によって収集した。顧客動線データは、RFID タグを付けた買物カートを店舗に設置し、
顧客それぞれの店内移動経路を測定した。売上明細データなどの業務データは協力企業からの
提供を受けた。 



(2) 分析環境の整備：パスデータ
管理システム 
 RFID データや赤外線センサー
といったセンサーデータは膨大
なデータ量かつ非構造データで
極めて扱いが難しい。我々は表構
造の大規模データを効率よく処
理できるプラットフォーム、
MUSASHI を改良し、パスデータの
蓄積、管理、解析の効率化を実現
した。 
(3) 分析：多様なパスデータの融
合による消費者行動モデルの構
築 
 多様なパスデータを融合すれ
ば、従来、把握できなかった消費
者の行動プロセスをより詳細に
明らかにすることが可能になる。
本提案ではそれらの組み合わせから得られる新しい知見の発見を順次、進めていった。①顧客動
線データと赤外線センサーデータ、売上明細データを統合すれば、レジ前などの混雑状況を測定
することが可能である。これらをバースト検知手法を用いてモデル化し、混雑予測による業務効
率化へのプロセスを開発した。②パスデータおよびその他のデータの様々な組み合わせ、それに
基づく新しい消費者行動理論モデルの構築について、それぞれの専門家を交え取り組んだ。 
(4) パスデータ融合研究の体系化 
 本提案にあるパス融合研究をビジネスで本格的に応用するためには、新しい解析手法の提案
や分析結果の提示だけでは不十分である。店舗実験を通して、調査手法から適用事例の作成まで
研究全体の体系化が必要であり、その枠組みを検討した。 
 
４．研究成果 
 本提案では複数回の実店舗での実験を通して貴重なデータを収集することができ、それらを
利用した理論枠組みの構築、ならびに実証研究を実施することができた。本提案の主な成果は以
下にまとめられる。 
(1) 顧客動線研究の枠組み 
 顧客動線研究の枠組みとして、図 2 のよう
な全体像を提示することができた 1)。枠組み
は 5 つの要素から構成されている。第一の要
素である顧客動線の「分析目的」は店舗やメー
カー、顧客などの視点から分析を捉えるもの
で、第二の要素である「行動がもたらす結果」
の指標選択の根拠を与えるものである。そし
て、マーケティング変数などの様々な「環境・
制約条件」の影響を測定し、「顧客属性」など
の異質性を組み込んだモデル構築を可能にし
ている。そして、それらを顧客の店内行動とい
う購買プロセスを明らかにすることから、より詳細な消費者行動の理解を導く枠組みとなる。
我々が知る限り、本提案は唯一の顧客動線研究の枠組みであり、当該領域の重要な理論的貢献と
考えている。 
(2) パスデータ管理システム 
 本事業では、パスデータ管理システムを開発し、顧客動線データと売上データ等の業務データ
を統合することで、店舗支援を行えるクラウドサービスシステムを提案した 1)。このクラウド
サービスシステムでは、店内の人流の基礎データから店頭販売促進の正確な効果測定を可能に
している。また、顧客の位置に応じた動的な推奨システム 2)を実装し、シミュレーションを行
っている。 
(3) 店内移動行動に基づいた販売促進効果モデル 
 従来、ブラックボックスであった顧客の店内行動を把握することで、より詳細な購買プロセス
の情報を収集することができ、様々な経営効率化への示唆を生み出すことが可能になった。特に
店頭販売促進の効果を正確に測定することが可能になり、重要な理論的貢献を生み出すことが
できた。例えば、店内の移動中の購入量の変化を考慮し、時系列変化を組み込んだ販売促進効果
モデルの提案などを行った 3)。また販売促進の影響時間をモデル化した論文 4)は消費者行動に
おける著名な国際学術雑誌に掲載され、重要な理論的貢献を果たしている。 
(4) 店内行動から心理的状態を推定するモデル開発 
 本提案は、従来、ブラックボックスであった顧客の店内行動、つまり購買プロセスを明らかに
することで、消費者行動をより深く理解しようという試みであったが、研究が進んでいくうちに、

図 2 顧客動線研究の枠組み 



店内行動をもとに消費者の心理的状況を推測することが可能であること 5)が分かってきた。例
えば、店内の移動行為をもとにそれぞれの顧客の心理的状況を定量的に推測することが可能で
あり、それらを用いると衝動的な購買行為をより正確に捉えることができることが分かってい
る。物理的な移動行為から消費者の心理的状況の変化に関する手がかりを獲得できることは、想
定外の研究成果であり、今後、さらなる研究の発展が見込める領域と期待される。 
 
 本提案で実施した、顧客動線研究の総合的研究は世界でも取り組みは極めてまれであり、研究
成果として、総合的な枠組みから実践的な販売促進効果モデルまでを取り組むことができ、当該
領域における重要な理論的貢献を達成できたと考えられる。その一部は当該領域の著名な国際
学術雑誌に掲載されており、高い評価を得ることができた。今後は研究中に発見された行動から
推定される消費者の心理的状況の変化について、理論的な発展に挑戦することが可能と考えて
いる。 
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 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
A Deep Learning Approach for the Prediction of Retail Store Sales

Proc. of the 2016 IEEE 16th International Conference on Data Mining Workshops 531,537

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Yuta Kaneko, Katsutoshi Yada -

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Does the Existence of Private-Label Brands Really Impede National Brands Sales? Empirical
Evidence Based on POS Data

Proc. Of 2016, 3rd International Conference of Asian Marketing Associations 1,17

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Zhen Li, Katsutoshi Yada -

 １．著者名



2016年

2016年

2017年

2016年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

10.1504/IJCISTUDIES.2016.083572

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Grammatical Evolution Using Two-dimensional Gene for Symbolic Regression: An Advanced
Improvement with Conditional Statement Grammar

International Journal of Computational Intelligence Studies 103,119

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Hideyuki Sugiura, Masahiro Nagao,  Yi Zuo,  Eisuke Kita 5

 １．著者名

10.1080/03610918.2014.957847

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Finite-sample analysis of impacts of unlabeled data and their labeling mechanisms in linear
discriminant analysis

Communications in Statistics - Simulation and Computation 184,203

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Kenichi Hayashi,  Keiji Takai -

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
商品カテゴリー購買と複数ブランド購買の段階型同時分析モデル

行動計量学 167,180

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
宮﨑慧， 星野崇宏 -

 １．著者名

10.1016/j.procs.2016.08.225

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Fractal Dimension of Shopping Path: Influence on Purchase Behavior in a Supermarket

Procedia Computer Science, 2016 1764,1771

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Yuta Kaneko, Katsutoshi Yada 96

 １．著者名



2016年

2016年

2016年

2016年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Does Increasing Volume of Online Reviews Really Help Sales? An In-depth Analysis Based on Web
Crawling

Proc. of 38th ISMS Marketing Science Conference 1,15

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Zhen Li, Lin Huang, Chao Fan -

 １．著者名

10.6084/m9.figshare.1558361

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
A Simple Multipath OpenFlow Controller using topology-based algorithm for Multipath TCP

Concurrency And Computation: Practice And Experience, Wiley InterScience 1,8

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Chawanat Nakasan, Kohei Ichikawa, Hajimu Iida, Putchong Uthayopas -

 １．著者名

10.1002/cpe.4138

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
PRAGMA-ENT: An International SDN Testbed for a Cyberinfrastructure in the Pacific Rim

Concurrency And Computation: Practice And Experience, Wiley InterScience 1,8

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 １．著者名  ４．巻
Kohei Ichikawa, Pongsakorn U-chupala, Che Huang, Chawanat Nakasan, Te-Lung Liu, Jo-Yu Chang,
Li-Chi Ku, Whey-Fone Tsai, Jason Haga, Hiroaki Yamanaka, Eiji Kawai, Yoshiyuki Kido, Susumu
Date, Shinji Shimojo, Philip Papadopoulos, Mauricio Tsugawa, Matthew Collins, Kyuho Jeong,
Renato Figueiredo, Jose Fortes

-

10.1504/IJKESDP.2016.075976

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Prediction of Consumer Purchase Behavior Using Bayesian Network: An Operational Improvement and
New Results Based on RFID Data

International Journal of Knowledge Engineering and Soft Data Paradigms 85,105

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Yi Zuo -

 １．著者名



2016年

2016年

2016年

〔学会発表〕　計82件（うち招待講演　3件／うち国際学会　61件）

2022年

 ２．発表標題

2022 IEEE International Conference on Big Data（国際学会）
 ３．学会等名

 １．発表者名

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

Temporal Data Mining in AI-based Patient Navigation Service

 ４．発表年

Shusaku Tsumoto, Tomohiro Kimura, Shoji Hirano, Katsutoshi Yada

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
混合整数最適化による階層的変数選択を用いた店舗選択要因の分析

第15回情報科学技術フォーラム（FIT 2016） 23,30

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
佐藤俊樹, 高野祐一, 中原孝信 -

 １．著者名

10.1504/IJKESDP.2016.075980

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Using Mixed Integer Optimisation to Select Variables for a Store Choice Model

International Journal of Knowledge Engineering and Soft Data Paradigms 123,134

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
T. Sato, Y. Takano, T. Nakahara 5

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
実務における品揃え操作影響評価のための購買行動モデルの拡張と実証分析

流通情報 52,73

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
佐藤栄作, 里村卓也, 野際大介, 中村博, 守口 剛 523

 １．著者名



2019年

2019年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

23th International Conference on Knowledge-Based and Intelligent Information & Engineering Systems（招待講演）（国際学会）

第6回数理・データ教育研究会（招待講演）

The 5th Asia-Pacific World Congress on Computer Science and Engineering 2018(APWC on CSE 2018)（国際学会）

The 5th Asia-Pacific World Congress on Computer Science and Engineering 2018(APWC on CSE 2018)（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Katsutoshi Yada

矢田勝俊

Y. Kaneko, K. Yada

K. Ishibashi, K. Yada

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

Assessment of Effect of POP on Purchase Behavior: Comparison of Effectiveness of Eye-tracking Data and Shopping Path Data

Sensor Marketing and Data Mining

関西大学商学部・商学研究におけるデータサイエンス教育

Bayesian Hidden Markov Model for Evaluating the Influence of In-Store Stationary Time of Customers on their Purchase
Behavior

 ４．発表年

 ４．発表年



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

ICDM DMS2018（国際学会）

2018 IEEE International Conference on Systems, Man, and Cybernetics (SMC)（国際学会）

2018 IEEE International Conference on Systems, Man, and Cybernetics (SMC)（国際学会）

2018 IEEE International Conference on Systems, Man, and Cybernetics (SMC)（国際学会）

 ３．学会等名

Y. Kaneko, K. Yada, W. Ihara, R. Odagiri

X. Zhong, K. Ishibashi, K. Yada

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

Y. Zuo, K. Yada, T. Li, P. Chen

K. Yada, Y. Sun, B. Wu

 ３．学会等名

 ３．学会等名

How Game Users Consume Virtual Currency: The Relationship Between Consumed Quantity, Inventory, and Elapsed Time since Last
Consumption in the Mobile Game World

An Empirical Study of the Relationship Among Self-Control, Price Promotions and Consumer Purchase Behavior

Application of Network Analysis Techniques for Customer In-store Behavior in Supermarket

The Short-Term Impact of an Item-Based Loyalty Program

 ３．学会等名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

経営情報学会

Joint Statistical Meeting（国際学会）

The 3rd International Conference on Cognitive System and Information Processing (ICCSIP2018)（国際学会）

The 2018 International Conference on Security, Pattern Analysis, and Cybernetics (SPAC2018)（国際学会）

K.Miyazaki

J.  Liu, C. L. Philip Chen, T. Li, Y. Zuo, P. He

Y. Han, T. Li, C. L. P. Chen, Y. Zuo

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

An Application of Stagewise Estimation to Monitor Latent Class Changes Over Survey Periods

The Application of Broad Learning System in Speaker Identification

Application of Broad Learning System for Container Number Identification
 ２．発表標題

視線追跡データを用いた消費者の店舗内購買行動の分析

 １．発表者名
Y. Kaneko, K. Ishibashi, K. Yada

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本マーケティング・サイエンス学会第103回研究大会

40th Annual ISMS Marketing Science Conference（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Takuya Satomura

J.Yang, T. Li, Y. Zuo, C. L. P. Chen, H. Yang

高井啓二

里村卓也

The 2018 International Conference on Security, Pattern Analysis, and Cybernetics (SPAC2018)（国際学会）

統計関連学会連合大会 2018（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

A Duration Model of Customers’ Repeated Usage of Multiple Services

Forecast Application of Time Series Model Based on BLS in Port Cargo Throughput

パラメータ分割による不完全データフィッシャースコア リング

複数サービス利用間隔モデルによる顧客来店行動の分析

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

経営情報学会

International Conference on Social Computing and Social Media（国際学会）

石橋健

T. Nakahara

羽室行信,宇野毅明,中元政一,中原孝信,丸橋弘明

Yuta Kaneko

情報処理学会

The 4th International Workshop on Innovative Algorithms for Big Data（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

調査実験における視線追跡機能付きVRの利用可能性に関する研究

Use of Personal Color and Purchasing Patterns for Distinguishing Fashion Sensitivity

Take: Pythonにおけるデータマイニング支援ツール

Data Science for Analysis of Path Data in Marketing

 １．発表者名



2019年

2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

International Conference on Optimization and Learning 2019（国際学会）

The 22nd International Computer Science and Engineering Conference (ICSEC 2018)（国際学会）

The 3rd RICC-RIEC workshop（国際学会）

The 35th PRAGMA workshop（国際学会）

Panida Khuphiran, Pattara Leelaprute, Putchong Uthayopas, Kohei Ichikawa, Wassapon Watanakeesuntorn

Kohei Ichikawa, Atsuko Takefusa, Yasuhiro Watashiba, Yoshiyuki Kido, Susumu Date

Kohei Ichikawa, Atsuko Takefusa, Yoshiyuki Kido, Yasuhiro Watashiba and Susumu Date

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Kundjanasith Thonglek, Kohei Ichikawa, Chatchawal Sangkeettrakarn, Apivadee Piyatumrong

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Performance Comparison of Machine Learning Models for DDoS Attacks Detection

An international SDN testbed and NFV applications

Integrating PRAGMA-ENT and Inter-Cloud using Dynamic L2VLAN Service
 ２．発表標題

Auto-Scaling Apache Spark Cluster using Deep Reinforcement Learning

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 34th PRAGMA workshop（国際学会）

2018 IEEE International Conference on Data Mining（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Li, Zhen, Fangzhou Li, Jing Xiao and Zhi Yang

Wassapon Watanakeesuntorn, Kohei Ichikawa, Jason Haga, Gerald Pao, Erik Saberski

Chawanat Nakasan, Kohei Ichikawa and Hajimu Iida

Wassapon Watanakeesuntorn, Kohei Ichikawa, Hajimu Iida and Putchong Uthayopas

The 35th PRAGMA workshop（国際学会）

The 34th PRAGMA workshop（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Effects of Negative Customer Reviews on Sales: Evidence Based on Text Data Mining

rEDM Code Acceleration with ABCI Supercomputer

Performance Evaluation of Simple Multipath OpenFlow Controller in a Ceph Distributed Storage System Environment

proposal of a real-time OpenFlow DDoS detection tool

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

APWConCSE2017 (4th Asia-Pacific World Congress on Computer Science and Engineering)（国際学会）

IEEE Asia-Pacific World Congress on Computer Science and Engineering (IEEE APWC on CSE 2017)（国際学会）

B. Wu, K.Yada

Katsutoshi Yada, Kei Miyazaki, Keiji Takai, and Kohei Ichikawa

Yuta Kaneko,  Katsutoshi Yada

高井啓二

21st International Conference on Knowledge-Based and Intelligent Information & Engineering Systems（国際学会）

統計関連学会連合大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

The Effect of Crowding on Visit Ratio at an Product Area: Based on RFID Data in a Japanese Supermarket

A framework of ASP for shopping path analysis

The Influence of Customer Movement between Sales Areas on Sales Amount: A Dynamic Bayesian Model of the In-store Customer
Movement and Sales Relationship

Parameter estimation with incomplete-data Fisher scor- ing method

 １．発表者名



2017年

2017年

2017年

2017年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Hangzhou in- ternational statistical symposium（国際学会）

2017 International Conference on Neural Information Processing（国際学会）

2017 International Conference on Neural Information Processing（国際学会）

2017 IEEE International Conference on Systems, Man, and Cybernetics（国際学会）

S. Maruta, Yi Zuo , M. Nagao, H. Sugiura and E. Kita

E. Kita, R. Yamamoto, H. Sugiura and Yi Zuo

Yi Zuo and Y. Kajikawa

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Keiji Takai

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Grammatical Evolution using Tree Representation Learning

Application of Grammatical Swarm to Symbolic Regression Problem

Prediction of Collaborative Relationships by Using Network Representation Learning
 ２．発表標題

An incomplete-data Fisher scoring

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 4th Asia-Pacific World Congress on Computer Science and Engineering 2017（国際学会）

The 3rd International Workshop on Innovative Algorithms for Big Data（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Yuta Kaneko

E. Kita, Yi Zuo, H. Sugiura and T. Mizuno

Ken Ishibashi

Yuta Kaneko,  Katsutoshi Yada

2017 International Conference on Mathematics and Computers in Sciences and Industry（国際学会）

4th Asia-Pacific World Congress on Computer Science and Engineering（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Fractal Analysis of Shopping Paths

Acceleration of Grammatical Evolution with Multiple Chromosome by Using Stochastic Schemata Exploiter

Assessing Effect of POP Advertising on Decision-making of Product Purchase in Supermarket - Preliminary experiment by using
eye-tracking

Do Sales Promotions Affect Dynamic Changes in Sales Outcomes: Estimation of Dynamic State of Product Sales

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

International Workshop on Frontier of Marketing Sciecne（国際学会）

SCP-JACS Collaborative Conference（国際学会）

Z. Li

Takuya Satomura

Takuya Satomura

伴 正隆, 本橋　永至, 長谷川　翔平, 豊澤　栄治, 佐藤　忠彦, 里村　卓也, 照井　伸彦

39th Annual ISMS Marketing Science Conference（国際学会）

日本マーケティングサイエンス学会第101回研究大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

New Consumer Science Study based on Objective Behavioral Data

Joint Topic Models for Integrated Analysis of Consumer Lifestyles and Purchase Behavior

Joint Topic Models for Integrating Customer Information

機械学習手法のマーケティング理論・概念への応用に関する研究レビュー

 １．発表者名



2017年

2017年

2017年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本マーケティングサイエンス学会第101回研究大会

Conference of the International Federation of Classification Societies（国際学会）

日本オペレーションズ・リサーチ学会2017年秋季研究発表会

情報処理学会研究会・インターネットと運用技術（IOT）

Takuya Satomura

里村 卓也

Pongsakorn U-Chupala，Yasuhiro Watashiba，Kohei Ichikawa，Hajimu Iida
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